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⽬的
参加

例　
主婦としての役割を作る

活動

例　
洗濯物を干すことができる

活動

例　
上肢を持続的に挙上可能







目的 目標 現状 課題

右上肢の挙上

全体像：
スムーズに挙上可能

挙上時に肘が伸展している
足部

両側均等の接地、足部はまっすぐ
下腿

やや外旋も基本はまっすぐ
大腿

右上肢を上げる時はやや右に荷重
（右股関節内旋）

骨盤
アップライト

右に荷重時は左骨盤下制
胸郭

右胸郭は遠心的に伸展
右肩甲骨

右肩甲帯が後傾、上方回旋・外転
右肩関節

手の位置によって内旋
・外旋のコントロール

右肘関節
伸展で保持

右前腕
物の位置により回内・外が可能

BOS
静的な場面では対称的。右上肢挙上位では

右に偏位

全体像：
拙劣となり肘が屈曲

足部
両側内反（右〉左）、右母趾伸展

下腿
左右とも回内（右〉左）

大腿
両側とも外旋で手を挙上する際も内旋

しない
骨盤

やや後傾、右後方回旋
胸郭

静的な場面では右側屈
右上肢挙上する際にも遠心的な動きが

不十分
右肩甲骨

右肩甲帯も挙上
右肩関節

内旋
右肘関節

挙上すると屈曲
右前腕

回内しており回外しにくい
BOS

静的な場面でも右にあり

全体像：
右肘が伸びない

スムーズさに欠ける
足部

外反（右〉左）
下腿
回外
大腿

股関節の内旋・外旋→可動域？
（要確認）

骨盤
前傾→可動域確認

右前方回旋
胸郭

右胸郭の遠心的な活動
右肩甲骨

後傾、下制、内転
右肩関節

内外旋→可動域（要確認）
右肘関節

挙上時に伸展
右前腕

回外（可動域確認）
BOS

左坐骨→感覚確認 



目的 目標 現状 課題

原本　課題チェックシート



得たい結果
プラン

（工夫したこと） 行った結果 気づいたこと 修正案

右上肢のスムーズな挙上

①骨盤の右前方回旋
（左に重心が移動しないの
で左坐骨にタオルを入れ

る）

・骨盤は対称的になった
・やや前傾したもののアッ
プライトにはならない
・体幹の伸展は得られない
・肩甲帯はやや下制

・肩関節の内外旋は行いや
すくなった

・左坐骨からの感覚が分か
りにくいために、先に坐骨
からの感覚入力は必要

・骨盤の修正後に上肢の練習を
する前に体幹の可動性の改善が

必要

結果確認シート

工夫 実施 記録



得たい結果
プラン

（工夫したこと） 行った結果 気づいたこと 修正案

原本　結果確認シート


